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＜連絡事項＞

· 4月分のプログラムテキストと予定表の入力を3/15までに行う事。

· 経過連絡表を来週月曜日の朝までに各自入力しておく事。

· 来週中でメンバーへ嗜好調査実施していく。

＜利用者様情報＞

· 秋山　和子様～耳鳴りの確認のため階段下倉庫にスタッフを呼び、耳鳴りが他の人にも聞こえるか

確認して欲しいと訴える。実際に耳鳴りが他者に聞こえることは無い事を説明し、内服増薬した為様子を見るよう説明。

· 横町　浩　様～両親がデイケア見学を希望され来所。ご家族から本人の生活面では心配していない

が、話を聞き取る事が困難であると相談あり。本人からはデイケアスタッフは聞き取ってくれていると訴えていると話される為、スタッフも本人へ滑舌が悪い事を説明している事を伝えている。行事参加についても、ご家族としては参加したいと考えているが、本人が家族の参加を拒否する為参加出来ないと話している。3/19に行われる行事への参加を促すと、「必ず来ます」と話して下さっている。

本人が仕事をすると訴えている件については、ご家族からは仕事をしろとは言っておらず、本人の体力などを考慮すると1日1時間程度が限界だと思っているとの事。病状や体力面などご家族としては理解しているが、本人に自覚が無い事から仕事など過大の評価していると話されている。

· 田向　玲美様～今後のデイケア利用について籍はそのまま残しておきたいと希望。利用回数を減ら

したいと話しており、現在デイケア欠席が続いている事はご家族も把握しているとの事。家族関係は、自宅の手伝いを行っている為、居心地は良くなったと話している。

⇒今後の方針についてご家族の意向も確認したい為、ご家族へ連絡する可能性がある事を説明し、本人もご家族への連絡は了承されている。

· 種本　サハ様～1週間程前に冨田様から金銭要求され1万円を渡したと報告あり。「靴がぼろぼろ

になったり、服に穴が空いたのが種本さんのせいだと言われて、やっていないと話したが納得しない為、お金を渡した」と話す。お金を渡したのは1週間程前との事。スタッフへお金を取り戻して欲しいと話してくる為、先にスタッフへ相談して頂きたい事とお金を渡さない事を本人へ説明。富田様へ事実確認を行う事を了承して頂いている。

· 冨田　紀子様～種本様からの訴えあり本人へ事実確認を行っている。「靴や衣類がぼろぼろにされ

たり、眠っている部屋に忍び込んで薬を盗まれた。そんな事をするのは種本さんしかいないから、お金を貰った」と話される。相手は否定している事を伝えると、「じゃあお金を渡さなければいいじゃない」と話しており、自分の行動に対して悪びれる様子は無い。お金は、グループホームを出なくてはいけないときの資金にすると話す。返金に対しては応じているが今日はお金を持参していないとの事で、後日スタッフがいる席で返金して頂く事としている。青明舎スタッフへも報告する事を伝えるが、「言わないで」と拒否。グループホームの世話人へ伝える必要がある事を説明すると渋々納得されている。

· 袴田　淑子様～風邪気味と訴えており、体温36.8℃（普段35.5℃程度）。午後からも体温測定し

様子観察していく。

· 島浦美千男様～外来受診時に担当医から物を取るなと言われたと報告。八戸赤十字病院にて検査

した結果胃潰瘍は完治したと報告されている。

＜ＳＳＴ報告・検討＞

○デイケア～月曜日～

リーダー：川井

お題①デイケアから帰ったときに、家族に案内状を渡す

②親戚の人に書類を渡し、サインを貰う

⇒田名部様から「冠婚葬祭に言う事や言ってはいけない事はなに？」と話題が挙がっているが、社会適応で行う内容である事を伝え、スタッフ側から行事案内を家族に渡して頂くようお願いしているが、どのように渡したらよいか練習してみないか提案。

～どのように言って渡したら良いのか～

· 黙って渡す（清水頭様）

· デイケアから案内が来たから見て頂戴（久保様・田中様）

· これ見てくれる？（田名部様）

· この書類を見てくれませんか？（田名部様）

· 「ハイ」と手渡す（久慈様）

※田名部様に関しては、家族の機嫌によって言い方を変えるとの事

ロールプレイ1回目
渡す人：田中様　家族役：久慈様

⇒田中様が自分から「やります」と実施。田中様が久慈様を家族役に指名。

【場面設定】デイケアから帰宅して、案内状を家族へ渡す。

【実施状況】

渡す人：「お父さん、デイケアから案内状が来たから見て頂戴」

家族　：「じゃあ、後で見ておくね」
良かった点

· スムーズだった

· 素の状態で行えていた

· 関係が良さそうだった

· 家族関係がわかってしまう（田名部様）

ロールプレイ2回目
渡す人：久慈様　親戚役：田中様

⇒スタッフが久慈様にお願いすると、相手役に田中様を指名している。

【場面設定】デイケア利用の書類を親戚に渡す。

【実施状況】

渡す人：「この書類にサインが必要なんですけど、サインお願いします。見てください」

親戚　：その場でサインして返す

良かった点

· サラリーマンのようだった

· お願いしますと頭を下げていた

· スムーズだった

検討

· メンバーからせっかく意見が挙がっていたため、マナーの注意する点や出席する際の挨拶の仕方等、実際の場面を設定して練習しても良かったのではないか。

· 本人が行いたいと思った理由を確認し、具体的にどのような場面で困ったのかを挙げてもらっても良かった。

○デイケア～水曜日～

リーダー：繁名和恵様　　コリーダー：上野・川井

お題『警報が出た時』　　

お題が他メンバーから出ず、繁名様から自分がやりたいお題を提供されている。津波警報が出た時、

もしも避難することになっていたらどうしたら良いかと聞いている。実際は大家さんから知らせに

来てくれたとのこと。警報が出たら誰に相談するのか、メンバーに確認している。

ロールプレイ1回目
　　聞く人：繁名様　　大家さん：巴様　　サイレン役：平康子様

【場面設定】警報の知らせがあり、大家さんに避難するのか確認しに行く。

　　　　　　サイレンも含め、台詞をホワイトボードに書き出している。　
良かった点
· 声が大きくてよかった。

· ハキハキ話すことが出来ていた。

· 落ち着いて話すことが出来ていた。

· 流れの通りに話す事が出来ていた。

ロールプレイ2回目
　　聞く人：平康子様　　大家さん：鈴木恵美子様　　サイレン役：大下良悦様

【場面設定】警報の知らせがあり、青明舎に避難するのか確認しに行く。

※平様がグループホームで災害時の連絡役であるが、他者に任せていたとのことで、

連絡役として実施。
良かった点
· 声が大きくハキハキしてよかった。

· しっかり電話して伝えることが出来ていた。

○デイケア～木曜日～

リーダー：細越定生様　　コリーダー：川井

⇒前回細越様がリーダーを行ったことを振り返っている。本人へ感想を尋ねると「やっても良い」と話し、再度リーダーを実施。細越様から「テーマを決めてくれればやる」と話が聞かれている。

お題『リーダーをお願いされた時に、嫌な気持ちを言葉で表現する』　　

リーダーを行ってくれる方は居ないか尋ねると、皆下を向いて発言しない為、自分の気持ちを表現する為に実施。

～何と言ったらよいか～

・ホワイトボードに書くのはやっても良いが、リーダーは出来ない（淡路様）

・何と言ったら良いか分からない（小野寺様）

・年齢順にやれば良い（藤村様）

⇒細越様から“言葉遣いは大丈夫ですか？”と確認されている

・あがり症なので出来ない（東海林）

⇒自分に指名される前に、細越様から隠れる場所で×のサインを作ってスタッフへ見せている

ロールプレイ1回目
　　お願いする人：細越様　　お願いされる人：淡路様・藤村様・小野寺様

【場面設定】ＳＳＴのリーダーを行って頂けるように、ＳＳＴ開始後にお願いする。

※言い方については、事前に挙がった意見をホワイトボードに書き残して使用。
良かった点
淡路様に対して

· ハッキリしていた

· スムーズだった

· 嫌な感じがしなかった

藤村様に対して　

· ハッキリしていた

· 大きな声で話していた

小野寺様に対して　

· スムーズに言う事が出来ていた

細越様からの感想

· 出来ないというばかりではなく、やってみないと出来ないかどうか分からないから、皆もやってみて欲しい。

改善点

・小野寺様の声が小さかった

検討

· 皆でリーダーを行うようになってきたが、本人からやると言って実施する分には良いが、実施する事で他者に悪影響が出るのであれば、実施方法を検討する必要がある。

· 今回で2回続けて細越様がリーダーを行って下さっている為、次回は違う方に行っていただく。

○デイナイトケア～火曜日～

リーダー：其田様　　コリーダー：山田

お題『苦手な人にどう話し掛けたら良いか？』　　

⇒大久保様からお題が出ており、メンバーも共感があるようでうなづいている。

～苦手な人とはどう接するか？～

· 話して分かる人と分からない人を区別している。（田中一様）

· 少しずつ話し掛けるようにしている。（田中正士様）

· 苦手な人にはあまり話し掛けないようにしている。（岩城様）

→同じ人に何度も同じ事を言っているのを忘れてしまうから、相手が逃げていく（笑）

· 簡単な話をする。（島浦様）

· あまり余計なことは話さない。（五日市様）

· 一歩引いて、あまり深入りしない。（中村様）

· タイミングをみて話し掛ける。（清水様）

· スタッフに話して1クッションおく。（其田様）

· 必要な事だけ話をする。（高橋百寿様、大久保様、小向様）

⇒メンバーからも同じ意見があった為、『必要な事だけ話をする』でロールプレイに持っていくこ

ととなった。

ロールプレイ
　話し掛ける：大久保様　←リーダーの其田様が指名

　話し掛ける人が苦手な相手：中村様　←リーダーの其田様が指名

【場面設定】作業している最中に掃除当番であることを伝える。

· 話し掛ける時の注意点※

· 不快な気持ちを与えない

· 丁寧に優しい口調で話す

【会話例】

話し掛ける：「〇〇さん、今日掃除当番なんだけどお願いします」

苦手な人　：「はい。分かりました」
良かった点
中村様が頭を振って苦手そうな役を演じている。

· 見ていて楽しかった。（田中正士様）

· もめなかった。（田中一様）

· スムーズに出来ていたと思う。（大久保様）

· 大久保さんの口調が丁寧だった。（高橋百寿様）

· ロールプレイでこんなに笑ったのは初めてだった。（其田様）

改善点
改善点は無く、大きな拍手をしている。

感想
· もう少し内容を把握してロールプレイが出来たら良かった。（中村様）

· もう少し話し掛けたかったけど、直ぐに返事が返ってきたし、頭を振って苦手そうな役を演じていたから話すタイミングが崩れた。（大久保様）

· メンバーから「其田さんは司会が上手かった」と多数発言があった。

最後に大きな拍手をして、終了

検討
・ロールプレイの感想は、実施した人に焦点を当てて感想を聞く。

○デイナイトケア～木曜日～

スタッフ：山田

お題『誰かに話し掛ける』

～どんな時に話し掛ける？～

· 挨拶の時（佐藤様、小向様）

· 当番がある時（馬渡様、下町様）

· 御飯に並ぶ時（高橋洋子様）

· 風呂に行く時（倉石様）

· 何かに誘う時（稲垣様、袴田様）

ロールプレイ
設定：デイナイトで作業指導室のそうじ当番だということを伝える
誘う役：下町様

誘われる役：稲垣様

【会話例】

誘う役　　：「〇〇さん、今日作業指導室の掃除当番だよ」

誘われる役：「あっ！忘れてた！一緒にやりましょう」

良かった点
· 分かりやすく言っていた。（吉田様）

· 言葉がハキハキしていた。（高橋洋子様）

· 笑顔だった。（袴田様）

· 大きな声で、楽しそうに話していた。（佐藤様）

改善点
· 姿勢正しく、視線を合わせた方が良かった。（馬渡様）

⇒2回目のロールプレイで改善

最後に全員でロールプレイ者に対して大きな拍手をし、1日1回はメンバーに話し掛けてみましょうとスタッフが話し終了している。

＜外来利用者様情報＞

· 荒木地　和弥様～気分の落ち込みがあり、主に職探しについてであるとの事。マナクリニックの

主治医からも青明舎を利用するよう言われているが、相談する事に抵抗がある　との事。

· 島浦　美千男様～問題行動に対して、現状以上にエスカレートする際には入院が必要となってくる

ことを説明。悪行であることは理解しているが、重要性への認識が薄い。

· 田名部　一樹様～担当医の過去に興味を示し、質問されている。

· 関　　秀治　様～ナイトケアでの麻雀メンバーが不足している為、利用日を増やすようメンバー

から言われたとの事。担当医から、そのような理由で増やす必要はない事を説明。

· 久保　興介　様～吐気は軽減してきたとの事。

· 横町　浩　　様～両親同伴しており、運転については単独で行う事は無く、必ず助手席に家族が

同乗しているとの事。運転しない条件で意見書を作成している。










相手を誘う時が多い。








